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ア 各病害虫の防除 
【留意事項】 

（□は総合防除計画に掲載している病害虫） 

 

萎凋病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 育苗用土、育苗箱を消毒する。 

２ 連作は避ける。やむを得ず連作する場合は、作付け前に土壌消毒する(共通防除の章の資材・苗床・本ぽの消毒の項

を参照)。 

※抵抗性品種としては、松本系、くれない系などの品種がある。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 薬剤により土壌消毒を行う。 

 

さび病 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 頭上からのかん水を控え、風通しを良くする。密植は避ける。 

※雨滴などによる夏胞子の飛散によって伝染する。 

※５月ごろから発生し、６～７月の梅雨時期に多発する。夏期の進展は緩慢になるが秋期に再び多発する。冬期でも葉上

に病斑が形成される。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 発病初期から薬剤を施用（散布）する。 

 

苗立枯病 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ は種前に種子消毒する(共通防除の章の資材・苗床・本ぽの消毒の項を参照)。 

 

ヨトウムシ類 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 交信かく乱剤を活用する。 

２ 若齢幼虫のうちに、薬剤のいずれかを散布する。 

 

ハモグリバエ類 

 
・共通防除の章のハモグリバエ類の防除の項を参照する。 

 

（耕種的・物理的防除） 

１ 薬剤防除のみでは防除が困難であるため、耕種的・物理的防除法も組み合わせて実施する。 

２ 成虫は黄色に強く誘引される性質があるので、黄色粘着板を用いて発生をモニタリングし、初期防除を徹底する。 

３ 成虫の侵入を防止するため、施設開口部には防虫ネットを設置する。また、紫外線カットフィルムの利用も有効であ

る。 

４ ほ場周辺部の雑草などにも寄生するので、特にキク科雑草を除去する等、ほ場衛生に努める。 

５ 収穫後の被害残さは発生源となるので、土中に埋設するか、ビニ－ル被覆し熱処理を行う。 

６ 収穫終了後、地表の蛹の防除対策として、施設を密閉し土壌表面をビニール等で被覆することにより蒸し込む。水分

のある植物がない状態で最低地温 40℃以上が数日続けば、蛹はほぼ死滅し、羽化成虫も１日で死滅する。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 発生が予想される場合には、薬剤を施用（散布）する。 

 

アブラムシ類 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 育苗時からアブラムシ類の発生に注意する。黄色粘着テープを施設の出入口や開口部の近く、若しくは苗の近くにつ

るし、有翅成虫が飛来していないか確認する。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010801.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010801.pdf
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=80D15357
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=9CFB4B11
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=B9A3076C
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010801.pdf
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=F2F28022
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010802.pdf
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=0F9A3C7D
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２ 近紫外線除去フィルムは成虫の飛来を減らす効果があるので、これらのフィルムを施設の外張りやトンネルに使用

する。 

３ 施設では、側窓や天窓などの開口部に寒冷紗や防虫ネット等を張り、成虫の飛来を防ぐ。 

４ マルチをする場合は、シルバーポリマルチなど忌避効果のあるものを使用する。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 気門封鎖剤 

２ くん煙剤の使用については、共通防除の章の温室・ビニールハウスでのくん煙剤・常温煙霧剤の使用方法の項を参照

する。 

３ 発生が予想される場合には、薬剤を施用（散布）する。 

 

アザミウマ類 

 
・共通防除の章のアザミウマ類の防除の項を参照する。 

 

（耕種的・物理的防除） 

１ 施設内への侵入を防ぐため、開口部に防虫ネットを展張する。育苗期の被覆も有効である。ほぼ完全に侵入を阻止す

るには、目合い 0.4mm以下の防虫ネットが必要である。 

２ ほ場周辺の雑草を除去する。 

３ 粘着テープにより成虫を誘殺する。本種は特に青色に誘引される。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 生物農薬は予防的に散布する。 

※天敵の放飼と薬剤散布(殺菌剤を含む)とを併用する場合は、農薬安全使用に関する参考資料の章の「天敵等への化学農

薬の影響の目安」を参照し、天敵に影響の少ない農薬を選択する。 

※アザミウマの生息密度が高まってからの放飼は十分な効果を得られない場合があるので、発生初期からの放飼が重要

である。 

２ くん煙剤の使用については、共通防除の章の温室・ビニールハウスでのくん煙剤・常温煙霧剤の使用方法の項を参照

する。 

３ キルパーを用いた病害虫まん延防止（共通防除の章の資材・苗床・本ぽの消毒の項の「キルパーを用いた前作の古株

枯死、病害虫まん延防止」を参照）（農薬登録情報） 

３ 発生が予想される場合には、薬剤を施用（散布）する。 

 

ハダニ類 

 
（薬剤防除） 農薬登録情報 

１ 気門封鎖剤 

２ くん煙剤の使用については、共通防除の章の温室・ビニールハウスでのくん煙剤・常温煙霧剤の使用方法の項を参照

する。 

３ 発生が予想される場合は、薬剤を施用（散布）する。 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=2C41F8D8
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010803.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010802.pdf
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=48E9B533
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin040000.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin040000.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010803.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010801.pdf
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010801.pdf
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=EF719DFF
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=6591718E
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r8shishin010803.pdf

